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1.  平成22年3月期第1四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 215 △0.4 △113 ― △112 ― △111 ―

21年3月期第1四半期 216 ― △142 ― △144 ― △153 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △180.25 ―

21年3月期第1四半期 △248.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 2,485 2,269 91.3 3,682.18
21年3月期 2,611 2,385 91.3 3,869.43

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  2,269百万円 21年3月期  2,385百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― ― 0.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

― ― ― 0.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

530 0.9 △155 ― △157 ― △160 ― △259.57

通期 1,180 13.9 △145 ― △150 ― △155 ― △251.46

－1－



4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 616,400株 21年3月期  616,400株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  5株 21年3月期  5株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第1四半期 616,395株 21年3月期第1四半期 616,400株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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当第１四半期累計期間における我が国経済は、世界の景気が後退する中、引き続き深刻な状況にありま

す。先行きについては、当面、雇用情勢が悪化するなかで、厳しい状況が続くとみられるものの、在庫調

整圧力の一層の低下や経済対策の効果が景気を下支えすることに加え、対外経済環境が改善することによ

り、景気は持ち直しに向かうことが期待されております。一方、生産活動が極めて低い水準にあることな

どから、雇用情勢の一層の悪化が懸念されており、世界的な金融危機の影響や世界景気の下振れ懸念な

ど、景気を下押しするリスクの存在もあります。 

  一方、我々が業を営む業界においては、医療費抑制を目的とした医療制度改革が進展する中、製薬メー

カー大手各社は、2010 年前後に主力の大型医薬品が特許切れを迎え、安価な後発医薬品にシェアを奪わ

れて大幅に売上げが落ち込む可能性が高いことから、業界内企業間競争の激化に加え、企業合併を模索す

る動きなど経営環境は厳しさを増しております。 

  事業別の売上高の状況については、医薬関連事業では、当社が㈱ニッピより製造委託を受けておりま

す、牛海綿状脳症（BSE）に対する体外診断用医薬品ニッピブルBSE検査キット製造委託の受注増により、

売上高は37,398千円（前年同期比45.0％増）となりました。また、医薬シーズライセンスに関しては、既

にアステラス製薬㈱に権利譲渡した抗ヒトオステオポンチン抗体（2K1）の関節リウマチ治療薬としての

第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験が継続中であり、また米国Intellect Neurosciences, Inc.に権利譲渡した抗ヒトアミ

ロイドβ抗体（82E1）のアルツハイマー型認知症の治療用医薬品の開発も継続中であります。 

  研究用試薬関連事業は継続する価格競争の影響はあるものの、差別化の出来る自社独自の抗体製品およ

び測定キット製品群での売上増の傾向が認められております。一方、細胞培養関連試薬や受託サービスで

の価格競争によると思われる受注減により全体的に減収となり、売上高は102,547千円（同5.1％減）にと

どまりました。実験動物関連事業においては、米国Taconic Farms, Inc.の疾患モデル動物に対する需要

が減り、売上高は74,434千円（同9.0％減）となりました。その他事業の水溶化クレアチン水の売上高は

928千円（同79.3％増）となりました。 

  これらの結果、売上高は215,309千円（同0.4％減）、営業損失は113,580千円（前年同期は142,119千円

の営業損失）、経常損失は112,194千円（前年同期は144,768千円の経常損失）、四半期純損失は111,104

千円（前年同期は153,212千円の四半期純損失）となりました。 

  このような厳しい状況が続く中、当社は継続して、自社独自の抗体製品および測定キット製品群の販売

促進、新規の大型となる研究用試薬、診断用医薬品および医薬品シーズの開発、三笠研究所（北海道三笠

市）からの新規疾患モデル動物の製品化継続、さらには企業価値を高めるべく新規技術開発への積極的投

資などを推進してまいります。 
  

 (資産の変動について) 

当第１四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末比4.8％減の2,485,370千円となりまし

た。これは主に、有価証券の解約による減少99,980千円及び売掛債権の減少46,262千円によるものであり

ます。 

 (負債の変動について) 

当第１四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末比4.8％減の215,690千円となりました。

これは主に、買掛債務の減少5,282千円及び長期借入金の返済5,000千円によるものであります。 

 (純資産の変動について) 

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末比4.8％減の2,269,679千円となりまし

た。これは主に、第１四半期純損失の計上によるものであります。 
  

平成21年５月15日付で公表いたしました業績予想に変更はありません。 
  

① たな卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、一部実地たな卸を省略し、前事業年度末の

実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

【定性的情報・財務諸表等】

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 
  

  当社は、平成20年３月期及び平成21年３月期において継続して営業損失を計上しております。また、

当事業年度の事業計画についても営業損失となっておりますが、アステラス製薬㈱からの抗ヒトオステ

オポンチン抗体の臨床試験は継続しており、第Ⅱ相臨床試験の開始に伴うマイルストーン契約金を当事

業年度３月に受領する予定としておりますが、不確実なため保守的に計上しておりません。また、当社

においてマイルストーン契約金は重要な収入となりますが、継続性及び収入の時期において不確実であ

るため、マイルストーン契約金の収入に頼らない、堅実な経営を目指していく所存であります。 

  当社は、当該状況を解消し営業利益の黒字化を図るため、当事業年度においては利益額確保として収

益性の向上を最重要課題とし下記の項目を掲げ、平成23年３月期において営業利益の黒字化を図ってま

いります。 

    ・ 当社三笠研究所における疾患モデル動物の受託サービスを当事業年度より本格的に受注活動開始 

    ・ 当社三笠研究所より、新製品アルツハイマー病モデルマウスを販売予定 

    ・ 新製品（平成21年1月発売）の「骨髄移植の合併症である移植片対宿主病で上昇する新たなマーカー

CCL8/MCP-2の測定キット」の拡販推進 

    ・ 受託関連事業の販売強化を図るため、営業体制の見直し 

    ・ 中長期的な視野に立ち、新規事業であるカイコ事業、およびクレアチン事業を促進 

    ・ 人員体制の見直しによる人件費圧縮 

    ・ 品質管理徹底を図るため「ISO13485」 認証取得（平成21年1月）及び担当責任者制を導入 

    ・ 人材の有効活用を推進するため人事評価制度を導入 

(2) 継続企業の前提に関する重要事象等
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 196,025 137,299

受取手形及び売掛金 203,254 249,516

有価証券 75,903 175,883

商品及び製品 49,740 51,077

仕掛品 106,568 106,389

原材料及び貯蔵品 58,845 54,551

未収還付法人税等 526 502

その他 13,937 24,019

貸倒引当金 △48 △48

流動資産合計 704,752 799,191

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 746,888 760,323

土地 403,788 403,788

その他（純額） 109,908 117,431

有形固定資産合計 1,260,585 1,281,543

無形固定資産 120,173 125,337

投資その他の資産   

投資有価証券 326,552 330,865

その他 74,018 77,376

貸倒引当金 △711 △2,558

投資その他の資産合計 399,858 405,684

固定資産合計 1,780,617 1,812,565

資産合計 2,485,370 2,611,756

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 26,523 31,805

1年内返済予定の長期借入金 20,000 20,000

未払法人税等 2,131 5,701

賞与引当金 3,262 14,754

その他 98,527 83,534

流動負債合計 150,444 155,796

固定負債   

長期借入金 60,000 65,000

退職給付引当金 54 392

その他 5,190 5,469

固定負債合計 65,245 70,862

負債合計 215,690 226,658
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,571,810 1,571,810

資本剰余金 1,416,578 1,416,578

利益剰余金 △702,276 △591,172

自己株式 △4 △4

株主資本合計 2,286,107 2,397,211

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △16,427 △12,114

評価・換算差額等合計 △16,427 △12,114

純資産合計 2,269,679 2,385,097

負債純資産合計 2,485,370 2,611,756
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(2)【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 216,146 215,309

売上原価 119,858 126,870

売上総利益 96,288 88,439

販売費及び一般管理費 238,407 202,019

営業損失（△） △142,119 △113,580

営業外収益   

受取利息 35 141

受取配当金 221 24

保険解約返戻金 710 840

為替差益 － 124

その他 211 623

営業外収益合計 1,178 1,753

営業外費用   

支払利息 457 368

為替差損 3,369 －

営業外費用合計 3,826 368

経常損失（△） △144,768 △112,194

特別利益   

固定資産売却益 843 －

賞与引当金戻入額 8,220 －

貸倒引当金戻入額 － 1,846

その他 1,097 －

特別利益合計 10,161 1,846

特別損失   

固定資産売却損 3,910 －

固定資産除却損 － 114

たな卸資産評価損 12,865 －

その他 998 －

特別損失合計 17,774 114

税引前四半期純損失（△） △152,381 △110,462

法人税、住民税及び事業税 830 642

法人税等合計 830 642

四半期純損失（△） △153,212 △111,104
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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